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表
紙
の
二
枚
の
時
刻
表
は
、
東
海
道

本
線
の
東
京
～
沼
津
間
を
主
に
掲
載
し

た
も
の
で
、
折
り
た
た
み
式
の
ポ
ケ
ツ

ト
サ
イ
ズ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
時
刻
表

が
作
成
さ
れ
た
当
時
は
、
第
二
次
世
界

大
戦
前
に
お
い
て
、
全
国
的
に
主
要
幹

線
の
改
良
や
列
車
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ツ
プ

な
ど
が
行
わ
れ
、
日
本
の
鉄
道
が
質

・

本
数
と
も
に
大
き
な
発
達
を
み
せ
た
時

期
に
あ
た
る
。

表
紙
上
の
時
刻
表
は
、
昭
和
五
年
十

月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
時
に
発
行
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
が
、
当
時
は
丹
那
ト
ン
ネ
ル

開
通
前
で
あ
り
、
東
海
道
本
線
も
国
府

津
～
沼
津
間
で
現
在
の
御
殿
場
線
の
路

線
を
通

っ
て
い
た
。
な
お
、
こ
の
ダ
イ

ヤ
改
正
時
に
、
東
京
～
神
戸
間
を
結
ぶ

超
特
急

「燕
」
の
運
転
が
開
始
さ
れ
て

い
る
。

沼
津
駅
は
大
き
な
字
で
表
示
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
勾
配
の
急
な
国
府
津
～

沼
津
間
に
対
応
す
る
補
助
機
関
車
の
付

け
替
え
の
た
め
、
ほ
ぼ
全
て
の
列
車
が

停
車
す
る
拠
点
駅
で
あ

っ
た
こ
と
に
よ

る
。
ま
た
、
国
府
津
～
熱
海
間
は
熱
海

線
と
し
て
、
東
海
道
本
線
以
外
の
附
と

し
て
の
掲
載
と
な

っ
て
い
る
。

次
に
、表
紙
下
の
時
刻
表
は
、
昭
和
十

五
年
五
月
に
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

昭
和
九
年
の
丹
那
ト
ン
ネ

ル
完
成
に
伴

う
熱
海
～
沼
津
間
の
開
通
に
よ
り
、
全

通
し
た
熱
海
線
が
東
海
道
本
線
と
な

っ

て
い
る
。
そ
し
て
国
府
津
～
沼
津
間
は
、

御
殿
場
線
と
し
て
、
東
海
道
本
線
以
外

の
附
と
い
う
掲
載
と
な

っ
て
い
る
。

沼
津
駅
に
は
着
と
発
の
欄
が
設
け
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
丹
那
ト
ン
ネ
ル

の
開
通
に
伴
い
、
東
海
道
本
線
の
電
化

区
間
が
沼
津
ま
で
延
長
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
電
気
機
関
車
と
蒸
気
機
関
車
の
交

換
の
た
め
の
停
車
時
間
が
長
く
と
ら
れ

て
い
た
こ
と
に
よ
る
。

丹
那
ト
ン
ネ
ル
開
通
の
前
後
に
お
い

て
、
沼
津
駅
は
、
補
助
機
関
車
の
付
け

替
え
駅
か
ら
、
電
気

・
蒸
気
両
機
関
車

の
交
換
駅

へ
と
そ
の
役
割
は
変
わ

っ
た

が
、
東
海
道
本
線
に
お
け
る
要
衝
と
し

て
の
地
位
は
変
わ
ら
な
か

っ
た
。

二
枚
の
時
刻
表
か
ら
、
東
海
道
本
線

に
お
け
る
沼
津
駅
の
重
要
性
、
さ
ら
に

は
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
陸
上
交
通

に
お
け
る
沼
津
の
拠
点
性
が
う
か
が
わ

れ
る
．

〈参
考
文
献
〉
須
円
寛

『時
刻
表
に
み
る

国
鉄
旅
客
営
業
の
あ
ゆ
み

（時
刻
表
復

刻
版
戦
前

。
戦
中
編
）
』
（
一
九
七
八
年
）

ヽ

シ
リ
ー
ズ

沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材

論
ヽ

沼
津
勤
番
組

の
人
び
と

静
岡
藩
の
家
臣
の
う
ち
、
藩
の
役
職

に
就
け
な
か

っ
た
無
役
の
者
を
、
居
住

地
毎
に
管
轄
す
る
べ
く
設
け
ら
れ
た
組

織
が
勤
番
組
で
あ
る
。
静
岡

・
沼
津

・

小
島

・
田
中

・
掛
川

。
相
良

・
横
須

賀

・
浜
松

・
新
居
の
藩
内
九
箇
所
に
置

か
れ
た
。
勤
番
組
は
明
治
元
年

（
一
八

六
八
）
十
二
月
に
設
置
さ
れ
た
が
、
う

ち
沼
津
勤
番
組
だ
け
は
翌
二
年

（
一
八

六
九
）
八
月
の
成
立
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

沼
津
移
住
者
が
旧
幕
府
陸
軍
関
係
者
の

み
か
ら
構
成
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。

旧
幕
府
陸
軍
関
係
者
の
う
ち
、
軍
事

掛
や
沼
津
兵
学
校

の
役
職

に
就
け
な

か

っ
た
者
は
、
陸
軍
生
育
方

（後
単
に

生
育
方
）
に
組
織
さ
れ
、
普
段
は
土
着

地
に
お
い
て
農
業
に
従
事
し
、
戦
時
に

お
い
て
は
兵
卒
と
し
て
動
員
さ
れ
る
こ

と
に
な

っ
て
い
た
。
生
育
方
会
所
は
沼

津
以
外
に
も
静
岡
や
田
中
に
も
あ

つ
た

が
、
陸
軍
関
係
移
住
者
の
多
く
は
沼
津

に
集
中
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
が
明
治
二
年
の
藩
政
改
革
の
結

果
、
陸
軍
だ
け
の
特
別
扱
い
が
廃
止
さ

ヽ

れ
、
全
藩
的
な
勤
番
組
制
度
に
統

一
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
各
所
の
勤
番
組
の
幹

部
は
、
頭
と
頭
並
で
あ
る
。
沼
津
勤
番

組
の
場
合
、
そ
の
中
が

一
か
ら
十
九
番

ま
で
の

「頬
」
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、

各
頬
に
は
頭
取

。
世
話
役

。
世
話
役
介

が
置
か
れ
て
い
た
。
頬
と
は
、
軍
事
組

織
内
の
班

・
分
隊
の
意
味
ら
し
い
。
な

お
、
翌
三
年

（
一
八
七
〇
）
に
は
、
頬

の
頭
取
は
世
話
役
頭
取
と
改
称
し
た
よ
　
　
一

う
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

沼
津
勤
番
組
に
は
、
附
属
の
役
職
と

し
て
会
計
掛

・
名
籍
掛

・
俸
米
掛
が
数

名
ず

つ
置
か
れ
て
お
り
、
番
士
の
身
分

や
俸
給
に
関
す
る
仕
事
を
担
当
し
た
。

様
々
な
前
歴
の
者
が
集

っ
た
他
の
勤

番
組
と
違
い
、
沼
津
勤
番
組
は
旧
陸
軍

関
係
者
の
比
重
が
高
か
っ
た
と
思
わ
れ
、

沼
津
兵
学
校
の
修
業
兵

（下
士
官
候
補
）

が
勤
番
組
か
ら
選
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
生
育
方
時
代

と
同
様
、
兵
学
校
と
勤
番
組
と
は
密
接

な
関
係
に
あ

っ
た
。
勤
番
組
の
幹
部
に

は
、
自
戸
砂

（沼
津
勤
番
組
之
頭
）
や
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▲渡辺愛四郎の二等勤番組増扶持辞令

(渡辺孝夫氏所蔵)

明治 4年 (1871)3月
■
鶏
絆

_ヽr

L
ヽプ

沼津勤番組八番頬頭取

小林秀―とその同僚

(小林一之氏所蔵)

小林秀― (旧名昇平、天保 2年生、

明治22年 12月 12日 没)は、駿東郡中沢

田村に移住し、廃藩後は第十七区戸長

や第一大区副区長をつとめた。 1日幕時

代の履歴は不明だが、陸軍の軍装姿の

ガラス板写真が残されているので、他

の勤番組幹部と同様、陸軍士官だった

と思われる。

河
津
祐
賢

（沼
津
勤
番
組

一
番
頬
頭
取
）

の
よ
う
に
、
旧
幕
府
時
代
の
才
能
を
買

わ
れ
政
府
陸
軍
に
招
聘
さ
れ
た
者
も
お

り
、
兵
学
校
の
幹
部

・
教
授
ら
と
経
歴

上
の
違
い
は
少
な
か
っ
た
。

と
は
い
え
、
沼
津
勤
番
組
の
中
に
も

多
様
な
経
歴
の
持
主
は
い
た
よ
う
だ
。

以
下
に
由
緒
書
か
ら
履
歴
を
紹
介
す
る

渡
辺
愛
四
郎
は
、
維
新
の
混
乱
に
乗
じ

て
新
た
に
徳
川
家

の
家
臣
の
列
に
加

わ

っ
た
と
い
う
、
風
変
わ
り
な
前
歴
の

人
物
で
あ
る
。

渡
辺
愛
四
郎

（明
治
三
年
当
時
三
十

七
歳
）
は
、
甲
斐
国
八
代
郡
市
川
上
野

村
の
神
主
の
弟
に
生
ま
れ
た
が
、
元
治

元
年

（
一
八
六
四
）
上
京
、
ど
う
い
う

伝
手
が
あ

っ
た
の
か

一
橋
慶
喜
の
配
下

で
あ
る
御
用
談
所
頭
取
川
村
正
平

（恵

十
郎
）
の
手
附
に
雇
わ
れ
た
。
禁
門
の

変
で
の
戦
闘
や
越
前
で
の
天
狗
党
鎮
撫

に
従
い
、
大
砲
組
に
新
規
抱
え
入
れ
ら

れ
、
慶
応
二
年

（
一
八
六
六
）
に
は
慶

喜
の
将
軍
就
任
に
伴
い
幕
府
の
撒
兵
勤

方
と
な

っ
た
。
鳥
羽

・
伏
見
の
敗
戦
後
、

出
張
先
の
長
崎
か
ら
江
戸
に
も
ど
り
、

彰
義
隊
に
加
盟
、
上
野
戦
争
で
は
実
弟

渡
辺
廣
吉
を
失

っ
た
。
輪
王
寺
宮
の
逃

避
行
を
警
護
し
た
後
、
各
地
を
潜
伏
し

て
駿
河
に
い
た
り
、
明
治
二
年
二
月
浜

松
奉
行
支
配
と
な
り
、
十
月
に
は
沼
津

勤
番
組
之
頭
支
配
に
転
じ
た
。
翌
三
年

（
一
八
七
〇
）
開
墾
方
附
属
と
し
て
遠
　
　
一

州
に
移
住
し
た
が
、
す
ぐ
に
沼
津
に
も
　
　
・

ど
っ
て
い
る
。

以
上
の
履
歴
は
す
べ
て
彼
が
明
治
三

年
十
二
月
に
書
い
た

「由
緒
書

・
親
類

書

・
家
族
書
」
（渡
辺
孝
夫
氏
所
蔵
）
に

記
さ
れ
て
い
る
。
官
軍
に
抗
戦
し
た
こ

と
を
も
合
め
、
自
分
が
徳
川
家
に
い
か

に
尽
く
し
た
の
か
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

先
社
に
つ
い
て
記
し
た
箇
所
で
も
、
天

正
十
三
年

「東
照
神
君
」
が
甲
州
に
入

国
し
た
際
に
神
職
に
任
命
さ
れ
た
と
し

て
お
り
、
徳
川
家
と
の
ゆ
か
り
を
遠
い

歴
史
に
ま
で
遡
り
述
べ
て
い
る
点
も
興

味
深
い
。
　
　

　
　

　

（樋
口
雄
彦
）



明治史料館 筵信 Vol■ 8m2 通巻第70号2002. 7.25

ぉ
　
ヽ
矢口

ら

せ

欄

・
丹
那
ト
ン
ネ
ル
の
開
通

・
東
海
道
線
の
時
刻
表

●
駅
の
新
設

●
戦
後
の
東
海
道
線
と
東
海
道
新
幹
線

の
開
通

ｏ
東
海
道
線
と
駅
弁

●
蛇
松
線
と
駿
豆
電
気
鉄
道

・
蛇
松
線

（沼
津
港
線
）

・
駿
豆
電
気
鉄
道

（伊
豆
箱
根
鉄
道
）

軌
道
線

●
バ
ス

（乗
合
自
動
車
）

●
タ
ク
シ
ー

（貸
自
動
車
）

●
ト
ラ
ッ
ク

（貨
物
自
動
車
）

●
海
上
交
通

・
沼
津
港

　
・
西
伊
豆
航
路
と
観
光
船

●
狩
野
川
の
架
橋

●
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
東
名
高
速

道
路
の
開
通

＞
沼
津

三
島
間
路
面
電
車
写
真

（当
館
蔵
）

ヽ

０
平
粗
を
考
え
る
続
子
一戦
争
〓
証
０

一
●
―

●
■
●
●

●
●
■

・
●

●
■

―

●
●

●
■

●
・　
・
●
●
●
●
一

く
■
０
悌
継

　
一　
　
　
　
一■

０
短
蒸
実
施
０
■
‡
体
ｉ
ｔ
ま
す

大
切
な
資
料
を
虫
や
カ
ビ
の
害
か
ら

守
る
た
め
、
館
内
の
燻
蒸
作
業
を
行
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
以
下
の
日
程
で
臨

時
休
館
し
ま
す
。

体

館

日

一
１０

月

２２

日

ω

～

２４

日

閑

富
士
。沼
津
・三
島
３
市
博
物
館
共
同
企

画
展
。
路
傍
に
あ
り
、
今
も
な
お
人
々
の

祈
り
を
集
め
る
石
造
物
を
テ
ー
マ
と
し

て
、
富
士
・沼
津
・三
島
と
い
う
か
つ
て
の

駿
河
か
ら
伊
豆
に
ま
た
が
る
地
域
の
人
々

の
祈
り
や
願
い
の
形
を
紹
介
し
ま
す
。

期

　

間

一
７

月

９

日

関

～

９

月

１

日

０

会
　
場

一
沼
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館

（沼
津
御
用
邸
記
念
公
園
内
）

休
館
日

¨
月
曜
日

・
祝
日
の
翌
日

・
月

の
末
日

間
合
せ

¨
電
話
　
〇
五
五
―

九
三
二
―
六
二
六
六

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第
７０
号

鰤
諜

沼

津

市

明

治

史

料

館

ダ
カ
を
１

〒
側
‐
００５‐
沼
津
市
西
熊
堂
二
七
二
―

一

電
　
話

〇
五
五
‐
九
二
三
―
三
三
二
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｏ
五
五
‐
九
二
五
‐
三
〇

一
八

〓

ご

¨ヽ

日

‘

ヨ

お

〓

Ч

ｏ
Ｃ
日

“
Ｎ
Ｆ

∽
匡

゛
●
ｏ
庁
Ｐ

し

、

∽
方

０
一
●

、

日

０
ぃ
●

、

ぃ
し

ら
Ｏ
Ｘ
一
言

日

‐‐◎‐‐‐企
置
展
， ■
津
，
一
蓋
一
０
■
■

鉄
道
の
開
通
に
象
徴
さ
れ
る
明
治
以

降
の
交
通
手
段
の
発
達
は
、
交
通
の
要

衝
で
も
あ

つ
た
沼
津
の
人
々
の
暮
ら
し

や
産
業
を
大
き
く
変
え
て
き
ま
し
た
。

こ
の
企
画
展
で
は
、
沼
津
を
中
心
に
、

人
力
車

・
馬
車

。
鉄
道

・
自
動
車
な
ど

の
陸
上
交
通
や
、
汽
船

・
沼
津
港
な
ど

の
海
上
交
通
に
関
す
る
資
料
を
紹
介
し
、

交
通
が
高
速
化
し
た
現
代
に
至
る
ま
で

の
各
種
交
通
機
関
の
移
り
変
わ
り
を
振

り
返
り
ま
す
。

期
　
間

¨
７
月
２
日
ω
～
９
月
２９
日
０

※
１０
月
１
日
関
～
３
日
囚
は
、

展
示
替
作
業
の
た
め
、
４
階

展
示
室
の
み
閉
鎖
。

会
　
場

一
４
階
展
示
室

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

一
「沼
津
の
交
通
」、
Ａ
４

版
カ
ラ
１
８
ペ
ー
ジ
、
無
料

展
示
構
成

¨
以
下
の
内
容
を
関
係
資
料

や
写
真
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

●
江
戸
期
の
交
通

●
明
治
期
以
降
の
交
通

ｏ
人
力
車

　
・
馬
車

●
東
海
道
線
の
開
通

・
沼
津
停
車
場
と
機
関
庫

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
市
内
に
残
る
戦
争

関
連
の
史
跡
を
見
学
し
ま
す
。

日
　
時

¨
８
月
１５
日
困
午
前
９
時
～

午
後
４
時

対
　
象

¨
小
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

定
　
［貝
一
１０
組
２０
名

集
合
と
解
散

¨
明
治
史
料
館

費
　
用

¨
無
料
。
弁
当
持
参
の
こ
と
。

申
込
み

¨
当
館
ま
で
電
話
で
。

Ｏ
〓
■
一
一
一
無
料
薇
館
，

静
岡
県
の
県
民
の
日

・
８
月
２１
日
因

は
、
無
料
で
開
館
し
ま
す
。

◎
古‐‐‐
文
書‐‐
簾
読
λ
再
講
座
の
開
催

は
じ
め
て
古
文
書
に
接
す
る
方
を
対

象
に
、
初
心
者
向
け
講
座

（全
５
回
）

を
開
催
し
ま
す
。

日
　
程

一
９
月
１
日
、
８
日
、
１５
日
、

２２
日
、
２９
日
の
各
日
曜
日

午
後
２
時
～
４
時

久
保
田
富
氏

（沼
津
市
史
編

さ
ん
専
門
委
員
）

当
館
講
座
室

４０
名
電
話
で
先
着
順

無
料

（辞
書
代
は
別
）

講 時

師 間

費 申 定 会
込
用 み 員 場
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